
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をテーマに奈良県訪問看護ステーション協議会による研修会が開催されました。 

 
新人訪問看護師研修 

開催日：令和 6年 7月 18日(木)  

場所：社会福祉センター研修室A  

時間：14時から 16時 

 

※写真は許可を得て掲載しています 

研修会には、奈良県内から 5 年未満の訪問看護師 21 名が集まってくれました。 

野の花からは 1 名が参加し、私は理事として企画運営に携わりました。 

1 部では、研修会の事前アンケートの結果報告後、結果をもとに意見交換会を行いました。 

2 部の自由に語り讃えあう会では、日々の訪問看護の様子や悩み・相談など自由トークを行いました。 

和やかな雰囲気の中、笑顔をみることができ、とても嬉しかったです。 

 

参加者からは、 

「数名とライングループで繋がることができて楽しかった」 

「みんなと話し色々と刺激になった」 

「同じような思いで頑張る看護師がいることが励みになった」 

「また開催してほしい」 

と嬉しいご意見と感想をいただきました。 

 

若きナースたちは、看護に対する熱い思いを胸に抱き、在宅で過ごす利用者様とそのご家族様のために

看護をしたいと心から望んでいました。 

私は、若いナースたちの熱意を目の当たりにし、彼らを応援し、サポートしたいと強く思いました。

「心のこもった看護とリハビリテーションを行う」ナースとして成長すると私は心から信じています。 

訪問看護ステーション野の花は、心広い愛情をもって、より一層の質の向上を目指して、 

学び・わかちあい・讃えあい、看護とリハビリテーションを提供してまいります。 

宜しくお願いいたします。 

訪問看護ステーション野の花 所長 丸山節子 


